
  人間
に ん げ ん

と罪
つ み

 （２） 
           創世記

そうせいき

３：７～２４ 
 

１．「食
た

べてはならない」といわれていた木
き

の実
み

を、アダムとエバが食べてしまった後
あと

のこと

について、正
ただ

しいと思うものには（ ）に○を、まちがっているものには×を入れてね。 

 

   （  ） ふたりはいちじくの葉
は

で、腰
こし

のおおいを作
つく

った 

   （  ） 神さまとかくれんぼをして、木のかげに隠
かく

れた 

   （  ） 素直
す な お

に「ごめんなさい」と言った 

   （  ） 神さまは、アダムとエバが正 直
しょうじき

に 謝
あやま

るチャンスを与
あた

えてくださった 

   （  ） アダムもエバも、素直
す な お

に 謝
あやま

るどころか、他
ほか

の人のせいにしようとした 

    

２.  神さまは、ヘビとエバとアダムに、それぞれ罰
ばつ

を与
あた

えました。合うものを線
せん

でむすん

でね。 

 

        ヘビ  ・             ・  食
た

べ物
もの

のために苦
くる

しんで 働
ばたら

き、 

  さいごは死ぬ 

       エバ  ・             ・  みんなにきらわれ、 一 生
いっしょう

腹
はら

ばい 

 で歩かなければならない 

        アダム ・             ・  こどもを生
う

むとき痛
いた

みに苦
くる

しむ 

 

 

３． アダムが罪
つみ

を犯
おか

したので、すべての人間
にんげん

は、どうなりましたか？ 

 

 

 

 

４． あなたには、「神さまに従わない心」がありますか？ 今日
き ょ う

のお 話
はなし

を聞
き

いて、イエス

さまに、「ごめんなさい」ということができましたか？ どんなことを決心しましたか？ 

 

 

 

 

 


